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資料 2-2 

山武市総合計画≪改訂版≫（案） 新旧対照表 

頁 改正後 改正前 

表

紙 

山武市総合計画 ≪改訂版≫ 

平成 20 年度（2008 年度）～平成 30 年度（2018 年度） 

誰もがしあわせを実感できる独立都市 さんむ 

 

山武市 

山武市総合計画 

平成 20 年度（2008 年度）～平成 29 年度（2017 年度） 

誰もがしあわせを実感できる独立都市 さんむ 

 

山武市 

目

次 

目次 

序論 

（略） 

基本構想 

（略） 

後期基本計画 

（削除） 

 

 

序論 

１ 後期基本計画策定の趣旨 

２ 計画の構成および期間 

３ 行政評価を取り入れた総合計画 

４ 計画策定の背景 

５ 市民意識の状況 

後期基本計画体系図 

基本計画の見方 

目次 

序論 

（略） 

基本構想 

（略） 

基本計画 

分野別計画 

(1)「行政評価」の考え方 

(2)総合計画体系図 

（追加） 
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頁 改正後 改正前 

政策１ 暮らしを支える快適なまちづくり（都市基盤の整備） 

（略） 

政策２ 住みやすい環境と安全なまちづくり（暮らしやすい環境の整備） 

（略） 

政策３ にぎわい豊かな暮らしを創出するまちづくり（産業経済の振興） 

１ 農林水産業の振興 

２ 商工業の振興 

３ 観光の振興 

４ シティセールスの充実 

政策４ だれもが生きがいを持って安心して暮らせるまちづくり 

    （保健・福祉・医療の充実） 

１ 高齢者福祉の充実 

２ 障がい者（児）福祉の充実 

３ 健康づくりの推進 

４ 子育ての支援 

５ 地域福祉の充実 

政策５ 生涯を通じて人と人とがふれあい共に学びあえるまちづくり 

    （教育・文化の振興） 

（略） 

政策６ 市民と行政が協働してつくるまちづくり 

    （コミュニティ推進と行財政の効率化） 

（略） 

政策１ 暮らしを支える快適なまちづくり（都市基盤の整備） 

（略） 

政策２ 住みやすい環境と安全なまちづくり（暮らしやすい環境の整備） 

（略） 

政策３ にぎわい豊かな暮らしを創出するまちづくり（産業経済の振興） 

１ 農林水産業の振興 

２ 商工業の振興 

３ 観光の振興 

（追加） 

政策４ だれもが生きがいを持って安心して暮らせるまちづくり 

    （保健・福祉・医療の充実） 

１ 高齢者福祉の充実 

２ 障がい者（児）福祉の充実 

３ 健康づくりの推進 

４ 子育ての支援 

５ 社会福祉の充実 

政策５ 生涯を通じて人と人とがふれあい共に学びあえるまちづくり 

    （教育・文化の振興） 

（略） 

政策６ 市民と行政が協働してつくるまちづくり 

    （コミュニティ推進と行財政の効率化） 

（略） 
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頁 改正後 改正前 

1 序論 

１ 総合計画策定の趣旨 

（略） 

２ 総合計画の構成と期間 

計画の構成 

（略） 

①「基本構想」 

（略） 

②「基本計画」 

基本構想に掲げる将来都市像を達成するために、政策の大綱に従い、社

会情勢や財政状況等を勘案し、概ね５年間で取り組むべき具体的施策を定

めた中期計画です。 

③「実施計画」 

（略） 

序論 

１ 総合計画策定の趣旨 

（略） 

２ 総合計画の構成と期間 

計画の構成 

（略） 

①「基本構想」 

（略） 

②「基本計画」 

基本構想に掲げる将来都市像を達成するために、政策の大綱に従い、社

会情勢や財政状況等を勘案し、５年間で取り組むべき具体的施策を定めた

中期計画です。今回は前期５か年の基本計画を策定します。 

③「実施計画」 

（略） 

2 それぞれの計画の期間 

①「基本構想」 

平成 20 年度（2008 年度）から平成 30 年度（2018 年度）までの１１か年

計画とします。 

 

②「基本計画」 

「前期基本計画」平成 20 年度を（2008 年度）から平成 24 年度（2012 年

度）、「後期基本計画」を平成 25 年度（2013 年度）から平成 30 年度（2018

年度）とし、それぞれ概ね５か年の計画とします。 

それぞれの計画の期間 

①「基本構想」 

平成 20 年度（2008 年度）から平成 29 年度（2017 年度）までの１０か年

計画とします。 

 

②「基本計画」 

「前期基本計画」平成 20 年度を（2008 年度）から平成 24 年度（2012 年

度）、「後期基本計画」を平成 25 年度（2013 年度）から平成 29 年度（2017

年度）とし、それぞれ５か年計画とします。 
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頁 改正後 改正前 

③「実施計画」 

（略） 

 

■総合計画の体系 図表中の期間を修正 

※ 平成 23 年５月２日に「地方自治法の一部を改正する法律」が公布され、基

本構想の策定は、市の自主的な判断に委ねられることとなったことから、

市では「山武市総合計画条例」を定め、これに基づき総合計画の策定を行

います。 

③「実施計画」 

（略） 

 

■総合計画の体系 

（追加） 

 

3 ３ 計画策定の背景 

（略） 

(1)社会環境の変化 

（略） 

３ 計画策定の背景 

（略） 

(1)社会環境の変化 

（略） 

4 (2)山武市の特性 

本市は、千葉県の東部に位置し、県都千葉市や成田国際空港まで約 10

～30 キロメートル、都心へも約 50～70 キロメートルのところにあります。 

日本有数の砂浜海岸である九十九里浜のほぼ中央で約8キロメートルに

わたって太平洋に面し、総面積は 146.77 平方キロメートルです。 

地勢は大別して九十九里海岸地帯と、その後背地としての広大な沖積平

野及び丘陵地帯で構成されており、これらは海岸線にほぼ並行に帯状に展

開しています。 

海岸地帯は、砂浜と松林が連なり、成東海岸と蓮沼海岸の遠浅の海が広

がり多くの海水浴客が訪れます。 

平地地帯は、本地域の中央部に広がる肥沃な土壌を持つ九十九里平野

(2)山武市の特性 

本市は、千葉県の東部に位置し、県都千葉市や成田国際空港まで約 10

～30 キロメートル、都心へも約 50～70 キロメートルのところにあります。 

日本有数の砂浜海岸である九十九里浜のほぼ中央で約8キロメートルに

わたって太平洋に面し、総面積は 146.38 平方キロメートルです。 

地勢は大別して九十九里海岸地帯と、その後背地としての広大な沖積平

野及び丘陵地帯で構成されており、これらは海岸線にほぼ並行に帯状に展

開しています。 

海岸地帯は、砂浜と松林が連なり、成東海岸と蓮沼海岸の遠浅の海が広

がり多くの海水浴客が訪れます。 

平地地帯は、本地域の中央部に広がる肥沃な土壌を持つ九十九里平野
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頁 改正後 改正前 

で、田園地帯を形成しています。 

丘陵地帯は、下総台地の一角を形成し、平坦部の畑、谷津田などの農地

と山武杉の美林が連なり、良好な自然景観を形成しています。 

本市は、稲作はもちろん野菜や果実の生産も盛んで、本市を代表する山

武杉を活用した林産物、九十九里浜の海の幸と、自然の恵み豊かな地域で

あるとともに、海水浴やゴルフ、テニスなどのスポーツも楽しめ、若者に

も魅力ある地域資源を有しています。 

近年では、交通アクセスの利便性も向上しており、今後更なる交流と物

流と観光の拠点として発展することが期待されています。 

 

 

で、田園地帯を形成しています。 

丘陵地帯は、下総台地の一角を形成し、平坦部の畑、谷津田などの農地

と山武杉の美林が連なり、良好な自然景観を形成しています。 

本市は、稲作はもちろん野菜や果実の生産も盛んで、本市を代表する山

武杉を活用した林産物、九十九里浜の海の幸と、自然の恵み豊かな地域で

あるとともに、海水浴やゴルフ、テニスなどのスポーツも楽しめ、若者に

も魅力ある地域資源を有しています。 

近年では、交通アクセスの利便性も向上しており、今後更なる交流と物

流と観光の拠点として発展することが期待されています。 

 

 

5 ①人口の現状 

（略） 

①人口の現状 

（略） 

7 ②財政の現状 

（略） 

②財政の現状 

（略） 

10 ③経済の現状 

（略） 

③経済の現状 

（略） 

11 ④歴史的特性 

（略） 

④歴史的特性 

（略） 

13 ⑤自然的特性 

（略） 

⑤自然的特性 

（略） 

 (3)市民意識 

（略） 

(3)市民意識 

（略） 
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頁 改正後 改正前 

表

紙 

山武市基本構想 

平成 20 年度～平成 30 年度 

 

山武市 

山武市基本構想 

平成 20 年度～平成 29 年度 

 

山武市 

15 １ 基本理念と将来都市像 

（略） 

１ 基本理念と将来都市像 

（略） 

16 ２ 基本フレーム 

(1)将来人口 

○人口・世帯数 

本市の将来人口は、前期基本計画の目標年度である平成 24 年度（2012 年

度）56,000 人、最終目標年度の平成 30 年度（2018 年度）には、53,500 人と

想定します。 

年齢 3区分別人口では、65 歳以上人口比率が平成 17 年には 22.0％でした

が、平成 30 年度には、33.6％と想定し、増加率 38.4％と急激な高齢化が進

むものと予想されます。 

14 歳以下の年少人口は、平成 30 年度には、全体の 9.3％と１割を割り込

み減少率 37.6％と著しい少子化に進展するものと予想されます。 

また、将来の世帯数については、平成 24 年度には 19,000 世帯、平成 30

年度には 18,800 世帯と想定します。 

■人口・世帯数の推計 図表に平成 30 年の推計値を追加修正 

■年齢 3 区分別人口の推計 図表に平成 30 年の推計値を追加修正 

２ 基本フレーム 

(1)将来人口 

○人口・世帯数 

本市の将来人口は、前期基本計画の目標年度である平成 24 年度（2012 年

度）56,000 人、最終目標年度の平成 29 年度（2017 年度）には、54,000 人と

想定します。 

年齢 3区分別人口では、65 歳以上人口比率が平成 17 年には 22.0％でした

が、平成 29 年度には、33.3％と想定し、増加率 38.4％と急激な高齢化が進

むものと予想されます。 

14 歳以下の年少人口は、平成 29 年度には、全体の 9.3％と１割を割り込

み減少率 37.6％と著しい少子化に進展するものと予想されます。 

また、将来の世帯数については、平成 24 年度には 19,000 世帯、平成 29

年度には 18,800 世帯と想定します。 

■人口・世帯数の推計 

■年齢 3 区分別人口の推計 

17 (2)就業人口 

（略） 

(2)就業人口 

（略） 
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頁 改正後 改正前 

■産業別就労者人口の推計 図表に平成 30 年の推計値を追加修正 

■産業別就業人口と構成比の推計 図表に平成 30 年の推計値を追加修正 

■産業別就労者人口の推計 

■産業別就業人口と構成比の推計 

18 ３ 土地利用構想 

（略） 

○丘陵価値創造ゾーン 

丘陵価値創造ゾーンには首都圏中央連絡自動車道が横断し、その周辺には、

緑豊かな丘陵地と、にんじん、さといもなどの野菜やスイカ、なしなどの果実

が栽培された農地が広がっています。 

この地の利を活かし、首都圏の食料基地として、安全・安心・新鮮など消費

者ニーズに的確に対応した都市近郊型農業の発展に努めるとともに、観光農園

や体験農業の充実を図り、都会の人々との交流による体験型農業観光の推進に

努めます。 

また、自然環境との調和に留意しながら、成田国際空港への交通アクセスに

恵まれた好立地を活用し、工業や流通業などの拠点機能の集積や、首都圏とし

ての定住環境機能の整備充実などを促進します。 

○市街地ゾーン 

（略） 

○田園価値創造ゾーン 

（略） 

○海浜レクリエーションゾーン 

（略） 

３ 土地利用構想 

（略） 

○丘陵価値創造ゾーン 

丘陵価値創造ゾーンには千葉東金有料道路が横断し、その周辺には、緑豊か

な丘陵地と、にんじん、さといもなどの野菜やスイカ、なしなどの果実が栽培

された農地が広がっています。 

この地の利を活かし、首都圏の食料基地として、安全・安心・新鮮など消費

者ニーズに的確に対応した都市近郊型農業の発展に努めるとともに、観光農園

や体験農業の充実を図り、都会の人々との交流による体験型農業観光の推進に

努めます。 

また、自然環境との調和に留意しながら、成田国際空港への交通アクセスに

恵まれた好立地を活用し、工業や流通業などの拠点機能の集積や、首都圏とし

ての定住環境機能の整備充実などを促進します。 

○市街地ゾーン 

（略） 

○田園価値創造ゾーン 

（略） 

○海浜レクリエーションゾーン 

（略） 

20 ４ 山武市の課題 

少子高齢化の進展により、65 歳以上のいわゆる高齢者の人口比率は、平成 17

４ 山武市の課題 

少子高齢化の進展により、65 歳以上のいわゆる高齢者の人口比率は、平成 17
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頁 改正後 改正前 

年の国勢調査においては 22.0％でしたが、平成 30 年度には、33.6％まで上昇し、

一方 14 歳以下の人口は、9.3％と 1 割を割り込むことが予想されます。 

少子高齢化は、単に人口減少ということだけではなく、就業人口の減少による

歳入規模の縮小や、福祉・医療などにかかる歳出の増大など、健全な財政運営に

支障をきたします。 

また、本市においても行財政改革に取り組んでいますが、市民ニーズの高度化・

多様化による行政需要の拡大は今後も進み、現行のままの仕組みを継続すれば、

近い将来には財源は確実に不足します。 

今後も地域社会が発展し、市民が安心して暮らせるためには、これまで以上に

地域が一体となってまちづくりに取り組み、市民生活にとって本当に必要なもの

は何かを見極め、効率的な行財政運営を行い長期的に安定した財源の確保と強固

な行財政基盤を築かなければなりません。 

以下に６政策の各分野から課題と大綱をまとめました。 

年の国勢調査においては 22.0％でしたが、平成 29 年度には、33.3％まで上昇し、

一方 14 歳以下の人口は、9.3％と 1 割を割り込むことが予想されます。 

少子高齢化は、単に人口減少ということだけではなく、就業人口の減少による

歳入規模の縮小や、福祉・医療などにかかる歳出の増大など、健全な財政運営に

支障をきたします。 

また、本市においても行財政改革に取り組んでいますが、市民ニーズの高度化・

多様化による行政需要の拡大は今後も進み、現行のままの仕組みを継続すれば、

近い将来には財源は確実に不足します。 

今後も地域社会が発展し、市民が安心して暮らせるためには、これまで以上に

地域が一体となってまちづくりに取り組み、市民生活にとって本当に必要なもの

は何かを見極め、効率的な行財政運営を行い長期的に安定した財源の確保と強固

な行財政基盤を築かなければなりません。 

以下に６政策の各分野から課題と大綱をまとめました。 

21 ５ 政策の課題・大綱 

（略） 

５ 政策の課題・大綱 

（略） 

表

紙 

山武市総合計画 後期基本計画 

平成 25 年度（2013 年度）～平成 30 年度（2018 年度） 

 

誰もがしあわせを実感できる独立都市 さんむ 

 

山武市総合計画 後期基本計画 

平成 25 年度（2013 年度）～平成 29 年度（2017 年度） 

 

誰もがしあわせを実感できる独立都市 さんむ 

 

29 序論 

１ 後期基本計画策定の趣旨 

（略） 

序論 

１ 後期基本計画策定の趣旨 

（略） 
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頁 改正後 改正前 

29 ２ 計画の構成および期間 

（１）計画の構成 

①基本構想 

基本構想は、平成 20 年度から平成 30 年度までを計画期間として、本市のめ

ざす基本理念や将来都市像を示すとともに、それを実現するための基本政策（政

策の大綱）を明らかにする長期計画です。 

 

■基本理念、将来都市像及び政策 

２ 計画の構成および期間 

（１）計画の構成 

①基本構想 

基本構想は、平成 20 年度から平成 29 年度までを計画期間として、本市のめ

ざす基本理念や将来都市像を示すとともに、それを実現するための基本政策（政

策の大綱）を明らかにする長期計画です。 

 

■基本理念、将来都市像及び政策 

30 ②基本計画 

政策を実現する手段としての施策と基本事業を明らかにするものです。 

基本計画は、社会情勢や財政状況等を勘案し、概ね 5年間で取り組むべき具

体的施策を定めた中期計画です。 

今回は、平成 25 年度から平成 30 年度までの６年間を計画期間とする、後期

基本計画を策定します。 

 

③実施計画 

（略） 

 

（２）計画の期間 

基本構想、基本計画、実施計画の計画期間は次のとおりです。 

 

■各計画の期間 図表に平成 30 年度時点を追加修正 

②基本計画 

政策を実現する手段としての施策と基本事業を明らかにするものです。 

基本計画は、社会情勢や財政状況等を勘案し、5 年間で取り組むべき具体的

施策を定めた中期計画です。 

今回は、平成 25 年度から平成 29 年度までの５年間を計画期間とする、後期

基本計画を策定します。 

 

③実施計画 

（略） 

 

（２）計画の期間 

基本構想、基本計画、実施計画の計画期間は次のとおりです。 

 

■各計画の期間 
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頁 改正後 改正前 

31 ３ 行政評価を取り入れた総合計画 

（略） 

３ 行政評価を取り入れた総合計画 

（略） 

33 ４ 計画策定の背景 

（１）社会環境変化 

（略） 

４ 計画策定の背景 

（１）社会環境変化 

（略） 

35 （２）山武市復旧・復興計画 

（略） 

（２）山武市復旧・復興計画 

（略） 

37 （３）山武市の状況 

本市は、千葉県の東部に位置し、県都千葉市や成田国際空港まで約 10～30

キロメートル、東京都心へは約 50～70 キロメートルの位置にあります。日

本有数の砂浜海岸である九十九里浜のほぼ中央にあり、約８キロメートルに

わたって太平洋に面し、総面積は 146.77 平方キロメートルとなっています。 

地勢は大別して九十九里海岸地帯と、その後背地としての広大な沖積平野

及び標高 40～50 メートルの低位台地からなる丘陵地帯で構成されており、

これらは海岸線にほぼ並行に帯状に展開しています。 

海岸地帯は、砂浜と松林が連なり、成東海岸と蓮沼海岸の遠浅の海が広が

り多くの海水浴客が訪れます。平地地帯は、本地域の中央部に広がる肥沃な

土壌を持つ九十九里平野で、田園地帯を形成しています。丘陵地帯は、下総

台地の一角を形成し、平坦部の畑、谷津田などの農地と山武杉の美林が連な

り、良好な自然景観を形成しています。 

本市は、稲作はもちろん野菜や果実の生産も盛んで、本市を代表する山武

杉を活用した林産物、九十九里浜の海の幸と、自然の恵み豊かな地域である

とともに、観光リゾート地として海水浴やゴルフ、テニスなどのスポーツも

（３）山武市の状況 

本市は、千葉県の東部に位置し、県都千葉市や成田国際空港まで約 10～30

キロメートル、東京都心へは約 50～70 キロメートルの位置にあります。日

本有数の砂浜海岸である九十九里浜のほぼ中央にあり、約８キロメートルに

わたって太平洋に面し、総面積は 146.38 平方キロメートルとなっています。 

地勢は大別して九十九里海岸地帯と、その後背地としての広大な沖積平野

及び標高 40～50 メートルの低位台地からなる丘陵地帯で構成されており、

これらは海岸線にほぼ並行に帯状に展開しています。 

海岸地帯は、砂浜と松林が連なり、成東海岸と蓮沼海岸の遠浅の海が広が

り多くの海水浴客が訪れます。平地地帯は、本地域の中央部に広がる肥沃な

土壌を持つ九十九里平野で、田園地帯を形成しています。丘陵地帯は、下総

台地の一角を形成し、平坦部の畑、谷津田などの農地と山武杉の美林が連な

り、良好な自然景観を形成しています。 

本市は、稲作はもちろん野菜や果実の生産も盛んで、本市を代表する山武

杉を活用した林産物、九十九里浜の海の幸と、自然の恵み豊かな地域である

とともに、観光リゾート地として海水浴やゴルフ、テニスなどのスポーツも
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頁 改正後 改正前 

楽しめ、若者にも魅力ある地域資源を有しています。 

近年では、交通アクセスの利便性も向上しており、立地条件と自然環境の

良さから、今後更なる交流と、物流と観光の拠点として発展することが期待

されています。 

 

楽しめ、若者にも魅力ある地域資源を有しています。 

近年では、交通アクセスの利便性も向上しており、立地条件と自然環境の

良さから、今後更なる交流と、物流と観光の拠点として発展することが期待

されています。 

 

 ①人口の状況 

（略） 

①人口の状況 

（略） 

39 ②財政の状況 

（略） 

②財政の状況 

（略） 

41 ③産業の状況 

（略） 

③産業の状況 

（略） 

43 ５ 市民意識の状況 

（略） 

５ 市民意識の状況 

（略） 

45 後期基本計画体系図 

（略） 

後期基本計画体系図 

（略） 

47 基本計画の見方 

（略） 

基本計画の見方 

（略） 

49 1-1 道路網の整備・充実 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

1-1 道路網の整備・充実 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

51 1-2 公共交通網の整備・充実 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

1-2 公共交通網の整備・充実 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 
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頁 改正後 改正前 

53 1-3 防災・消防対策の充実 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

1-3 防災・消防対策の充実 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

55 1-4 都市の整備 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

1-4 都市の整備 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

57 2-1 生活環境の充実 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

2-1 生活環境の充実 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

59 2-2 廃棄物の減量・処理の適正化 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

2-2 廃棄物の減量・処理の適正化 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

61 2-3 自然環境の保全 

■施策の目指す姿 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

■部門別計画 

●山武市地域新エネルギービジョン（平成 21 年度～） 

●山武市バイオマスタウン構想（平成 21 年度～） 

●第２次山武市地球温暖化対策実行計画（平成 27 年度～平成 31 年度） 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

 

2-3 自然環境の保全 

■施策の目指す姿 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

■部門別計画 

●山武市地域新エネルギービジョン（平成 21 年度～） 

●山武市バイオマスタウン構想（平成 21 年度～） 

●山武市地球温暖化対策実行計画（平成 22 年度～平成 26 年度） 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 
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頁 改正後 改正前 

63 2-4 上水道の充実 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

2-4 上水道の充実 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

65 2-5 汚水処理の推進 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

 

2-5 汚水処理の推進 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

67 2-6 防犯対策の充実 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

2-6 防犯対策の充実 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

69 2-7 交通安全対策の推進 

■施策の目指す姿 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

■部門別計画 

●第１次山武市交通安全計画（平成 28 年度～平成 32 年度） 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

2-7 交通安全対策の推進 

■施策の目指す姿 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

■部門別計画 

●山武市交通安全計画（平成 25 年度～平成 27 年度） 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

71 3-1 農林水産業の振興 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

3-1 農林水産業の振興 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

73 3-2 商工業の振興 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

3-2 商工業の振興 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 
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頁 改正後 改正前 

75 3-3 観光の振興 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

3-3 観光の振興 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

77 3-4 シティセールスの充実 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

3-4 シティセールスの充実 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

79 4-1 高齢者福祉の充実 

■施策の目指す姿 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

■部門別計画 

●山武市高齢者保健福祉計画・第６期介護保険事業計画 

（平成 27 年度～平成 29 年度） 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

4-1 高齢者福祉の充実 

■施策の目指す姿 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

■部門別計画 

●山武市高齢者保健福祉計画・第５期介護保険事業計画 

（平成 24 年度～平成 26 年度） 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

81 4-2 障がい者（児）福祉の充実 

■施策の目指す姿 ～ ■施策の成果指標 

（略） 

■前期基本計画の取組状況 

「障がいの特性及びその環境に応じて、就業している障がい者の割合」は、山武

市管内事業所と市役所での雇用率を示しています。基準年度の 1.45%が、平成 23 年

度現在 1.78%に向上しており、前期目標値である 1.50%を上回り、達成しました。障

がいの状態で活躍できる作業も異なりますが、就業している障がい者の割合（市役

所内）は、国からの法定雇用率を達成しています。 

4-2 障がい者（児）福祉の充実 

■施策の目指す姿 ～ ■施策の成果指標 

（略） 

■前期基本計画の取組状況 

「障がいの特性及びその環境に応じて、就業している障がい者の割合」は、統計

データ許諾の関係から、市役所での雇用率を示しています。基準年度の 1.45%が、

平成 23 年度現在 1.78%に向上しており、前期目標値である 1.50%を上回り、達成し

ました。障がいの状態で活躍できる作業も異なりますが、就業している障がい者の

割合（市役所内）は、国からの法定雇用率を達成しています。 
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頁 改正後 改正前 

「在宅で生活している障がい者(児)の割合」は、基準年度 96.3％が、平成 23 年

度 96.9％で、若干向上しましたが、前期目標値 97.0％に、0.1 ポイント届きません

でした。その要因としては、退院可能な入院者は既に地域生活へと移行しており、

地域生活に移行できない重度障がい者のみが入院しているため、さらなる地域生活

への移行に結び付かないものと思われます。 

 

■後期基本計画の課題と方向性 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

 

■部門別計画 

●第２次山武市障がい者計画（平成 24 年度～平成 29 年度） 

●第４期山武市障がい福祉計画（平成 27 年度～平成 29 年度） 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

「在宅で生活している障がい者(児)の割合」は、基準年度 96.3％が、平成 23 年

度 96.9％で、若干向上しましたが、前期目標値 97.0％に、0.1 ポイント届きません

でした。その要因としては、退院可能な入院者は既に地域生活へと移行しており、

地域生活に移行できない重度障がい者のみが入院しているため、さらなる地域生活

への移行に結び付かないものと思われます。 

 

■後期基本計画の課題と方向性 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

 

■部門別計画 

●第２次山武市障がい者計画（平成 24 年度～平成 29 年度） 

●第３期山武市障がい福祉計画（平成 24 年度～平成 26 年度） 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

83 4-3 健康づくりの推進 

■施策の目指す姿 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

■部門別計画 

●山武市健康増進計画（第２次：平成 26 年度～平成 30 年度） 

 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

4-3 健康づくりの推進 

■施策の目指す姿 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

■部門別計画 

●山武市健康増進計画（第１次：平成 21 年度～平成 25 年度） 

（第２次：平成 26 年度～平成 30 年度）（予定） 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 
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頁 改正後 改正前 

85 4-4 子育ての支援 

■施策の目指す姿 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

■部門別計画 

●山武市子ども・子育て支援事業計画（平成 27 年度～平成 31 年度） 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

4-4 子育ての支援 

■施策の目指す姿 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

■部門別計画 

●山武市次世代育成支援対策地域行動計画（後期） 

（平成 22 年度～平成 26 年度） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

87 4-5 地域福祉の充実 

■施策の目指す姿 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

■部門別計画 

●山武市地域福祉計画・地域福祉活動計画 

（第２次：平成 26 年度～平成 30 年度） 

 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

4-5 地域福祉の充実 

■施策の目指す姿 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

■部門別計画 

●山武市地域福祉計画・地域福祉活動計画 

（第１次：平成 21 年度～平成 25 年度） 

（第２次：平成 26 年度～平成 30 年度）（予定） 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

89 5-1 学校教育の充実 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

5-1 学校教育の充実 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

91 5-2 生涯学習の推進 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

5-2 生涯学習の推進 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 
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頁 改正後 改正前 

93 5-3 スポーツの振興 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

5-3 スポーツの振興 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

95 5-4 学校家庭地域の連携 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

5-4 学校家庭地域の連携 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

97 5-5 人権尊重のまちづくり 

■施策の目指す姿 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

■部門別計画 

●第２次山武市男女共同参画計画（平成 26 年度～平成 30 年度） 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

5-5 人権尊重のまちづくり 

■施策の目指す姿 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

■部門別計画 

●山武市男女共同参画計画（平成 25 年度～平成 29 年度）（予定） 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

99 6-1 協働と交流によるまちづくり 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

6-1 協働と交流によるまちづくり 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

101 6-2 開かれた市政 

■施策の目指す姿 ～ ■後期基本計画の課題と方向性 

（略） 

■基本事業の構成 

基本事業１～４ （略） 

 

 

6-2 開かれた市政 

■施策の目指す姿 ～ ■後期基本計画の課題と方向性 

（略） 

■基本事業の構成 

基本事業１～４ （略） 
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頁 改正後 改正前 

 

 

 基本事業名 目指す姿 指標名 
指標 

区分 
現状値 

後期 

めざそう値 

４ 
議会情報の

公開の推進 

議会への関心が高まっ

ています。 

議会情報が適切に市民

に伝わり、市民の議会

に対する理解が深まっ

ています。 

（略） （略） （略） （略） 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

 

 

 基本事業名 目指す姿 指標名 
指標 

区分 
現状値 

後期 

めざそう値 

４ 
議会情報の

公開の推進 

議会への関心が高まっ

ています。 

市政情報が適切に市民

に伝わり、市民の市政

に対する理解が深まっ

ています。 

（略） （略） （略） （略） 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

103 6-3 計画的・効率的な行財政運営 

■施策の目指す姿 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

■部門別計画 

●山武市行政改革大綱（平成 22 年度～平成 29 年度） 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

6-3 計画的・効率的な行財政運営 

■施策の目指す姿 ～ ■基本事業の構成 

（略） 

■部門別計画 

●山武市行政改革大綱（平成 22 年度～平成 27 年度） 

 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

105 6-4 公正確実な事務の執行 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 

 

6-4 公正確実な事務の執行 

（略） 

※後期めざそう値については、別表参照のこと。 
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